
奈良先端科学技術大学院大学教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）

先端科学技術専攻では、ディプロマ・ポリシーに掲げる目標を達成するため、情報、バイオ、物質とそれら

の融合分野に関する専門知識とともに、次代の先端科学技術分野の発展とその産業活動・社会活動に貢

献する人材に求められる挑戦性、総合性、融合性及び国際性を身につけさせるための体系的な教育課程

を編成する。特に学問分野の融合性を重視することを踏まえ、博士前期課程においては学生のキャリアと将

来の目標に応じて柔軟性と融合性の高いプログラムを設置し、博士後期課程においては学生の国際性や

主体性・自立性を重視したプログラムを設置する。

≪博士前期課程≫

１．先端科学技術を学ぶ上で共通に必要となる科学技術の潮流や俯瞰的なものの見方を学ぶ序論等の科

目を設置する。

２．専門分野だけに偏らない多様な分野からの入学者にも対応した、先端科学技術の基盤知識を教授し、

総合性を育成する科目を設置する。

３．先端科学技術に係る高度な専門知識を教授する科目を設置する。

４．課題を俯厳的に捉え、問題発見とその問題を協働して解決する能力と挑戦性の修得を目指した PBL 

形式で行う科目を設置する。

５．社会で活躍する上で必要なプレゼンテーション・コミュニケーション能力の向上を目指した科目を設置す

る。

６．産官など学外からの協力を得つつ、産業活動・社会活動における科学技術の課題やあるべき姿を考察

する能力の修得を目指した科目を設置する。

７．研究者・技術者として必要な英語力や留学生の日本語力の強化を図る科目を設置する。

８．研究者・技術者に求められる倫理観や社会の趨勢を俯敵する能力の強化を目指した科目を設置する。

各科目の学修成果は、筆記試験、レポート試験、演習・実験・実習成果等に基づき評価する。

９．ゼミナールと研究指導を通して、学術上あるいは応用上先端科学技術に寄与する研究課題に積極的に

取り組み修士論文、特別課題論文あるいは課題論文を作成することを特に重視する。これにより、特定分

野での研究あるいは技術開発能力を身につけ、次代の先端科学技術分野の牽引に貢献する挑戦性、総

合性、融合性及び倫理性を醸成する。学修成果は、２名以上の指導教員により評価する。

上記の教育方針を効果的に実施するため、アクティブラーニングを重視した講義、演習、PBL、実験及び実

習科目を適切に組み合わせ、各プログラムにおいて、必修科目、選択科目、コア科目等を設定する。



≪博士後期課程≫

１．情報、バイオ、物質とそれらの融合分野に関する先端専門知識を教授する科目を設置する。

２．学際的な知識に基づく幅広い俯瞰力と総合性やキャリアパスを含めた社会とのかかわりを主体的に構想

する能力の育成を目指した科目を設置する。

３．研究プロジェクトを主体的・自立的に企画立案 · 遂行し課題を解決する能力と挑戦性の修得を目指した

科目を設置する。

４．国際的な活躍に必要となるプレゼンテーション・コミュニケーション能力の修得を目指した科目を設置す

る。

各科目の学修成果は、筆記試験、レポート試験、演習・実験・実習成果等に基づき評価する。

５．ゼミナールと研究指導を通して、学術上あるいは応用上先端科学技術に寄与する高度な研究課題に積

極的に取り組み博士論文を作成することを特に重視する。これにより、特定分野での問題発見及び問題

解決が主体的・自立的にできる能力を身につけ、次代の先端科学技術分野の牽引に国際的に貢献でき

る挑戦性、総合性、融合性及び高い倫理性を醸成する。学修成果は、3 名以上の指導教員により評価す

る。

上記の教育方針を効果的に実施するため、アクティブラーニングを重視した講義、演習、実地研修、実験及

び実習科目を適切に組み合わせる。また、各プログラムはそれぞれ対応する分野の先端的知識を教授する

科目を設置する。




